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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第19期

第２四半期
累計期間

第20期
第２四半期
累計期間

第19期

会計期間
自　平成26年３月１日
至　平成26年８月31日

自　平成27年３月１日
至　平成27年８月31日

自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日

売上高 （千円） 29,772,631 33,010,325 60,274,834

経常利益 （千円） 156,488 150,294 520,160

四半期（当期）純利益 （千円） 100,334 83,148 269,816

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 373,670 373,784 373,670

発行済株式総数 （千株） 2,110 2,110 2,110

純資産額 （千円） 4,955,954 5,258,264 5,125,373

総資産額 （千円） 21,317,347 21,433,935 22,534,794

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 47.54 39.40 127.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 45.60 37.79 122.64

１株当たり配当額 （円） － － 33.00

自己資本比率 （％） 23.2 24.5 22.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 3,772,001 △1,883,809 4,066,683

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △669,199 △1,653,059 △2,223,636

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 155,793 652,497 1,264,284

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,304,076 1,268,441 4,152,812

 

回次
第19期

第２四半期
会計期間

第20期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日

自　平成27年６月１日
至　平成27年８月31日

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △2.72 12.73

（注）１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　   ２ 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。なお、本書提出日（平成27年10月15日）現在、埼玉県に15店舗（春日部大場店・平成27年４月10日

及び上尾小泉店・平成27年７月１日新規出店）、東京都に11店舗（福生店・平成27年３月４日及び八王子高尾店・平

成27年10月７日新規出店）、千葉県に１店舗の合計27店舗を展開しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期累計期間（平成27年３月１日から平成27年８月31日まで）におけるわが国経済は、雇用情勢や所得

環境の改善が続く中、個人消費も持ち直しつつあり、緩やかな回復基調で推移しましたが、中国を中心とした新興

国経済の減速感が強まり、８月後半には世界的に株価が乱高下する中、平成27年４～６月期の実質ＧＤＰ成長率が

３四半期ぶりにマイナス成長と発表されるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社の所属する小売業界におきましては、昨年４月の消費税増税以降の消費低迷からは回復しつつありますが、

円安に伴う原材料価格の高騰や、労働需給逼迫による人件費の上昇などにより収益の圧迫が懸念される中、業態を

超えた店舗間の競争は一段と激しさを増し、依然として厳しい経営環境が続いております。

このような環境の中、当社では、シェア拡大をテーマとし、生鮮食品を中心に「できたて」「作りたて」「おい

しい」にこだわった品質の高い商品を可能な限り安価で提供するなど、お客様から圧倒的に支持される店舗づくり

に取り組んだ結果、客数は順調に回復し、既存店売上高は前年同期比105.9％となりました。また、利益面では、

シェア拡大を目指し、お客様にご満足いただける価格設定を推進した結果、売上総利益率は前年同期を0.6ポイン

ト下回る20.6％となりましたが、客数及び売上高の拡大により、売上総利益は前年同期比107.8％を確保いたしま

した。

経費面では、本年４月入社の新卒社員29名及び新店開店による人件費の増加、新店３店舗に係る開店一時経費１

億円の発生などにより、販売費及び一般管理費は前年同期比107.8％と増加いたしました。

店舗展開におきましては、平成27年３月４日に福生店（東京都福生市）、平成27年４月10日に春日部大場店（埼

玉県春日部市）の２店舗（いずれも食品スーパー）を新規出店、平成27年７月１日に食品スーパーの上尾小泉店

（埼玉県上尾市）を居抜き出店し、当第２四半期会計期間末の店舗数は26店舗となりました。

以上の結果、売上高は330億10百万円（前年同期比10.9％増）、営業利益は89百万円（前年同期比8.2％減）、経

常利益は１億50百万円（前年同期比4.0％減）、四半期純利益は83百万円（前年同期比17.1％減）となりました。

なお、前年同期との比較では、前年の３月は消費税増税駆け込み需要により予想以上に利益が伸びたため、減益

となっております。また、第２四半期の業績予想に対しては、計画外の居抜き出店による開店一時経費の発生等に

より、営業利益及び経常利益は計画に届きませんでしたが、四半期純利益は計画を上回る結果となり、順調に推移

しております。

 

（２）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ11億円減少（△4.9％）し、214億33百万円とな

りました。この主な要因は、現金及び預金の減少、売掛金の増加及び新規出店店舗等に係る有形固定資産の増加に

よるものであります。

　負債は、前事業年度末に比べ12億33百万円減少（△7.1％）し、161億75百万円となりました。この主な要因は、

支払手形及び買掛金、未払金の減少、借入金の純増額によるものであります。

　純資産は、前事業年度末に比べ１億32百万円増加（2.6％）し、52億58百万円となりました。この主な要因は、

四半期純利益の83百万円及び第19期期末配当金の69百万円並びに「退職給付に関する会計基準」及び「退職給付に

関する会計基準の適用指針」の当事業年度よりの適用による期首の利益剰余金の調整額１億19百万円によるもので

あります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ28

億84百万円減少（前年同四半期は32億58百万円増加）し12億68百万円となりました。当第２四半期累計期間にお

ける各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、18億83百万円（前年同四半期に得られた資金は37億72百万円）となりまし

た。これは主に税引前四半期純利益１億50百万円、減価償却費３億２百万円、仕入債務の減少額20億55百万円に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、16億53百万円（前年同四半期に使用した資金は６億69百万円）となりまし

た。これは主に新規設備投資等に伴う有形固定資産の取得による支出14億59百万円及び新規出店予定店舗に係る

差入保証金の差入による支出１億85百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、６億52百万円（前年同四半期に得られた資金は１億55百万円）となりまし

た。これは短期及び長期借入金の純増額８億89百万円、リース債務の返済による支出額１億67百万円及び第19期

期末配当金の支払額69百万円によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（６）従業員数

　当第２四半期累計期間において、当社の従業員数（正社員数）は前事業年度末と比べ38名増加し、566名となり

ました。これは主に新卒採用によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社スーパーバリュー(E03523)

四半期報告書

 4/15



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000
 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年８月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年10月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,110,700 2,111,100

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,110,700 2,111,100 － －

（注）提出日現在の発行数には、平成27年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年６月１日～

平成27年８月31日
200 2,110,700 113 373,784 113 282,646

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社ライト経営 埼玉県上尾市大字上210-3 706,600 33.48

有限会社ドクターホールディングス 埼玉県さいたま市大宮区寿能町１丁目38-9 375,000 17.77

川畑　博士 埼玉県さいたま市大宮区 315,000 14.92

スーパーバリュー従業員持株会 埼玉県上尾市愛宕３丁目1-40 117,030 5.54

ジャフコＶ2共有投資事業有限責任

組合
東京都千代田区大手町１丁目5-1 78,900 3.74

武井　典子 神奈川県横浜市港北区 64,500 3.06

川畑　昭子 埼玉県さいたま市大宮区 54,700 2.59

株式会社ジャパンミート 茨城県小美玉市小川956 20,200 0.96

ステート ストリート バンク アン

ド トラスト カンパニー 505224

（（常代）株式会社みずほ銀行決済

営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都中央区月島４丁目16-13）

20,000 0.95

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目14-1 16,600 0.79

計 － 1,768,530 83.79

 

EDINET提出書類

株式会社スーパーバリュー(E03523)

四半期報告書

 6/15



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　2,110,100 21,101 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　400 － －

発行済株式総数 2,110,700 － －

総株主の議決権 － 21,101 －

 

②【自己株式等】

平成27年８月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社スーパーバリュー
埼玉県上尾市愛宕

三丁目１番40号
200 － 200 0.01

計 － 200 － 200 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年６月１日から平成27

年８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年３月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期財務諸表

について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。
 

資産基準 0.3％

売上高基準 0.1％

利益基準 6.1％

利益剰余金基準 △0.3％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第２四半期会計期間
(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,152,812 1,268,441

売掛金 302,338 381,531

商品 2,779,886 2,721,380

貯蔵品 9,468 8,813

その他 656,480 736,989

流動資産合計 7,900,987 5,117,156

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,458,875 3,360,712

土地 5,392,067 5,392,067

その他（純額） 2,343,179 2,853,163

有形固定資産合計 10,194,122 11,605,944

無形固定資産 54,153 52,960

投資その他の資産   

差入保証金 3,713,762 3,829,440

前払年金費用 52,298 191,046

その他 619,470 637,387

投資その他の資産合計 4,385,530 4,657,874

固定資産合計 14,633,807 16,316,779

資産合計 22,534,794 21,433,935

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,215,375 5,159,561

短期借入金 4,268,822 5,167,048

未払法人税等 20,639 105,897

賞与引当金 218,200 239,100

ポイント引当金 155,975 239,254

その他 1,737,687 1,421,512

流動負債合計 13,616,700 12,332,374

固定負債   

長期借入金 2,569,688 2,560,894

資産除去債務 306,583 347,353

退職給付引当金 189,792 149,111

その他 726,656 785,936

固定負債合計 3,792,720 3,843,296

負債合計 17,409,420 16,175,670

純資産の部   

株主資本   

資本金 373,670 373,784

資本剰余金 282,532 282,646

利益剰余金 4,460,917 4,593,580

自己株式 △273 △273

株主資本合計 5,116,846 5,249,737

新株予約権 8,527 8,527

純資産合計 5,125,373 5,258,264

負債純資産合計 22,534,794 21,433,935
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

売上高 29,772,631 33,010,325

売上原価 23,479,110 26,222,959

売上総利益 6,293,521 6,787,365

営業収入 152,728 146,932

営業総利益 6,446,249 6,934,298

販売費及び一般管理費 ※１ 6,348,722 ※１ 6,844,752

営業利益 97,527 89,545

営業外収益   

受取利息 14,566 14,273

受取手数料 58,527 57,638

その他 16,116 21,776

営業外収益合計 89,210 93,687

営業外費用   

支払利息 29,745 29,681

その他 504 3,258

営業外費用合計 30,249 32,939

経常利益 156,488 150,294

特別利益   

受取保険金 15,093 -

特別利益合計 15,093 -

税引前四半期純利益 171,582 150,294

法人税、住民税及び事業税 79,759 107,438

法人税等調整額 △8,511 △40,293

法人税等合計 71,248 67,145

四半期純利益 100,334 83,148
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 171,582 150,294

減価償却費 292,293 302,499

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,150 20,900

ポイント引当金の増減額（△は減少） 52,690 83,279

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,628 14,666

前払年金費用の増減額（△は増加） － △9,704

受取利息及び受取配当金 △14,573 △14,279

支払利息 29,745 29,681

売上債権の増減額（△は増加） △105,597 △79,193

たな卸資産の増減額（△は増加） 69,600 59,161

仕入債務の増減額（△は減少） 2,946,510 △2,055,814

その他 587,963 △384,648

小計 4,037,994 △1,883,158

利息及び配当金の受取額 223 234

利息の支払額 △27,608 △31,615

法人税等の支払額 △238,608 △23,222

法人税等の還付額 － 53,953

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,772,001 △1,883,809

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △435,689 △1,459,041

差入保証金の差入による支出 △228,510 △185,640

その他 △5,000 △8,378

投資活動によるキャッシュ・フロー △669,199 △1,653,059

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 1,050,000

長期借入れによる収入 1,450,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △764,324 △860,568

リース債務の返済による支出 △166,676 △167,663

ストックオプションの行使による収入 - 227

配当金の支払額 △63,205 △69,498

財務活動によるキャッシュ・フロー 155,793 652,497

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,258,595 △2,884,371

現金及び現金同等物の期首残高 1,045,480 4,152,812

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,304,076 ※１ 1,268,441
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針25号　平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直した結果、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第２四半期累計期間の期首の前払年金費用が129,043千円増加、退職給付引当金が55,347千円減

少、繰延税金資産が65,237千円減少し、利益剰余金が119,153千円増加しております。

　なお、当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（法人税等の税率の変更等による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布されました。これに伴い、当社では第21期（平成28年３月１日か

ら平成29年２月28日まで）に解消が予定される一時差異に対応する法定実効税率が35.38％から32.83％に、第22

期（平成29年３月１日から平成30年２月28日まで）以降に解消が予定される一時差異に対応する法定実効税率が

32.83％から32.06％にそれぞれ変更されることになりました。

　なお、この税率変更により繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が18,728千円減少し、

法人税等調整額が同額増加しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成26年３月１日

　　至 平成26年８月31日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成27年３月１日

　　至 平成27年８月31日）

給与手当 1,191,633千円 1,238,708千円

雑給 1,429,899 1,591,018

賞与引当金繰入額 216,450 239,100

退職給付費用 120,405 114,562

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成26年３月１日
至 平成26年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日）

現金及び預金勘定 4,304,076千円 1,268,441千円

現金及び現金同等物 4,304,076 1,268,441

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年８月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月11日

取締役会
普通株式 63,309 30 平成26年２月28日 平成26年５月７日 利益剰余金
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月10日

取締役会
普通株式 69,639 33 平成27年２月28日 平成27年５月７日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年８月31日）

　当社の事業は、流通販売事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

　当社の事業は、流通販売事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成26年３月１日
至　平成26年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年８月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 47円54銭 39円40銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 100,334 83,148

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 100,334 83,148

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,110 2,110

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 45円60銭 37円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 89 89

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年10月８日

株式会社スーパーバリュー

取締役会　御中
 

太陽有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　村　　　　　茂　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　　﨑　　　　　剛　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スー

パーバリューの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの第20期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年６月１日

から平成27年８月31日まで)及び第２四半期累計期間（平成27年３月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スーパーバリューの平成27年８月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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